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はじめに
　本稿は、複合辞の「ものだ」「ことだ」の諸用法のうち、〈感心・あきれ〉の
用法を扱う。この用法は、従来の研究で〈詠嘆〉〈感嘆〉〈感慨〉等として取り
上げられているが、この用法を中心にしては十分に論じられていないのではな
いかと思われる。
　筆者は、連体形式の複合辞を、連体修飾構造をもとに分析することに関心が
あり、特に「もの」と「こと」を含む複合辞を対比させ、連体修飾構造の違い
が複合辞としての特徴とどのように関わっているか見ようとしている。本稿も
その研究の一部である。
　〈感心・あきれ〉の用法は、「ものだ」「ことだ」共に見られる用法ではあるが、
「ものだ」「ことだ」に前接する表現は、類似しているものの、違いがあるよう
である。
　また、〈一般化〉や〈回想〉といった他の用法が、事態の生起についての話
し手の捉え方を示していると考えられるのに対し、〈感心・あきれ〉は、事態
を評価するという側面が強いようである。この違いは、先行研究で〈感心・あ
きれ〉に該当する用法が、終助詞的な複合辞として扱われていることとも一致
していると言える。このような特徴についても、筆者の立場から改めて考えた
い。
　本稿で対象とするのは、次のような用法である。
1）人の忠告を聞こうとしないなんて、困ったものだ。
2）こんなに親切にしてもらって、ありがたいことだ。
3）よくそんなことができるものですね。
4）今日も雨か。よく降ることだな。
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　この種の用法の「ものだ」「ことだ」は、ある事態について、話し手がプラ
スの評価として〈感心〉したり、マイナスの評価として〈あきれ〉たりするこ
とを表す表現である。 1）， 2）のように評価的な語句が前接する場合もあり、
3）， 4）のように評価の対象となる事態が前接する場合もある。また、後者
の場合は、「よく」「そんな」といった評価的な語句が現れるところも特徴的で
あろう。
　評価的な語句に付いて、またそのような評価の対象となる出来事の描写をし
ている表現に付いて、これはちょうど終助詞のような用法と言える。そのため、
「ものだ」「ことだ」を取ると、その事実を伝えるという側面が強くなり、話し
手の〈感心〉や〈あきれ〉の感情を伝えるという側面が弱くなると考えられる。
これは、〈一般化〉や〈回想〉が「ものだ」「ことだ」を取っても同様の表現が
成り立つのとは少し異なる。この種の用法の場合は、終助詞などを付けた方が、
より近い表現になるであろう。
1́）人の忠告を聞こうとしないなんて、？困った。／困ったなあ。
2́）‌こんなに親切にしてもらって、ありがたい。／こんなに親切にしても
らって、ありがたいなあ。
3́）＊よくそんなことができる。／よくそんなことができるね。
4́）今日も雨か。？よく降る。／よく降るな。
　終助詞との近さは、次のような点にも見られる。まず、「よくそんなことが
できる／できたものだね」の両方が可能なように、前接する形式がル形かタ形
かといった形式が決まっていない。これは事態が過去か非過去かということと
直接関係していないということであると言える。「ありがたいことだ」のように、
事態を評価する形容詞による表現が可能という点からも、事態を説明する形式
とは直接関係がないという特徴が見てとれる。
　また、「まったく、あの人には困ったものだ」が「#‌困ったものだった」と
は言えないように、〈感心・あきれ〉の「ものだ」「ことだ」には活用がほとん
どなく、「Nダ」の形式のみで使用される傾向があるのも、助動詞的ではない
特徴である。
　しかしその一方で、〈感心・あきれ〉「ものだ」「ことだ」には、終助詞とは
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異なる点もあると考えられる。筆者のこれまでの捉え方に沿って言うと、「も
のだ」は、話し手が〈感心・あきれ〉の感情を表す際に、ある事態を “確かな
こと” として捉えていると考えられ、「ことだ」の場合は、話し手が “事態全
体について” 捉えていると考えられる。
1 ．先行研究と、本研究における捉え方
1．1　先行研究の概観
　ここで、いくつかの先行研究について、この種の「ものだ」「ことだ」がど
のように捉えられているか見ておく。まず、名づけ方について、さらに、「も
のだ」「ことだ」の諸用法の中での位置づけについて見る。
　森田・松木（1989）はこの種の「ものだ」「ことだ」を〈詠嘆〉としている。
また、他の「ものだ」「ことだ」と異なり、この用法を終助詞的なものとして
いる。これについては後で改めて見る。他に、同様の名づけ方をしている研究
を挙げると、佐治（1991）は「ことだ」と「のだ」に〈詠嘆〉の用法を認めて
いる。国立国語研究所（2001）は、「ものだ」「ことだ」のこの種の用法を取り
上げているが、特に「ものだ」に〈詠嘆〉の用法を認めている。
　坪根（1994）は、この種の「ものだ」を「感情・感慨」を表すとし、坪根（1996）
では、この種の「ことだ」を「感嘆・感動」を表すとしている。「ことだ」に
ついては、備前（1989）がこの種の用法を「感嘆・感動」としている。
　グループジャマシイ（1998）は、この種の「ものだ」を〈感慨〉とし、解説
の部分で「感慨・詠嘆をあらわす」としている。この種の「ことだ」について
は、解説の部分で「話し手のおどろき・感動・皮肉・感慨などを表す」として
いる。「ものだ」については、須田（2009）もこの種の「ものだ」を〈感慨〉
としている。
　「ものだ」の諸用法を論じている籾山（1992）は、この種の「ものだ」につ
いて、プラス方向の「感心／賛嘆」とマイナス方向の「あきれ／慨嘆」を認め
た上で、『日本語教育辞典』（日本語教育学会1982、該当部分は倉持保男執筆）
に基づいて〈驚き〉としている。寺村（1984）もこの種の「ものだ」を「驚き。
ある事実に（改めて）驚き、あるいは一種の感慨をおぼえたときの表現」とし
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ている。一方、この種の「ことだ」については、「ものだ」に似ているとしつ
つも、「一種の感嘆文的な表現」としている。他に、北村（2007）がこの種の「も
のだ」を〈驚き・感慨〉とし、注で「〈驚き〉〈あきれ〉〈感心〉〈感慨〉など、
さらに分類が可能である」としている。
　吉川（編）（2003）は、この種の「ものだ」を〈詠嘆〉〈驚き〉としているが、
この種の「ことだ」は取り上げていない。「ことだ」の部分の執筆者の姫野氏
による姫野（2000）も、この種の「ことだ」は扱っていない。「〜することだ」
という表現を広く扱っている佐藤（1998）は、「ことだろう（か）」が疑問詞を
伴って感情調をおびる場合のみ取り上げている。
　このように、先行研究におけるこの用法の名づけ、また、「ことだ」にこの
種の用法を認めるかどうかについては違いが見られるが、それもこの種の用法
の特徴を反映していると考えられる。本稿では、「ものだ」「ことだ」それぞれ
にこの種の用法があると考え、共通して〈感心・あきれ〉という名称で呼ぶこ
とにする。プラスの評価が〈感心〉、マイナスの評価が〈あきれ〉ということ
である。もちろん、この用法が「ものだ」「ことだ」で完全に一致するわけで
はない。
　〈感心・あきれ〉の「ものだ」「ことだ」が、他の〈一般化〉や〈回想〉の「も
のだ」「ことだ」等とは少し異なるということは、先行研究でも色々な形で指
摘されている。ここでは 3つの研究を紹介する。
　森田・松木（1989）は、〈詠嘆〉の「ものだ」「ことだ」を終助詞的な複合辞
のグループに入れている。これは〈当為〉などを表す「ものだ」「ことだ」が
助動詞的な複合辞のグループに入れられているのとは異なっている。その理由
として、「過去形・否定形等の活用がなく固定的に用いられる」ということが
述べられている。
　森田・松木（1989）の「F‌終助詞のはたらきをするもの」の「 1感動・詠嘆・
驚異を示す」に含まれているのは、次のような表現である。
とは／といったら／かな／がな／ことか／ことだ／ものだ／ではないか／
だい
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このうち、筆者から見て特に興味深いのは「ことか」である。「ものか」「こと
か」という表現を比べると、「ものか」の文が反語や願望を表すのに対し、「こ
とか」の文は疑問詞と共に、程度の甚だしさを表す。この「ことか」と、本稿
で論じる〈感心・あきれ〉の「ものだ」「ことだ」は類似した表現と考えられ
るので、その点にも注目したい。
　北村（2007）は、〈驚き・感慨〉のモノダ文の特徴として、次のような例文
を挙げている。
5）ａ．【風呂釜に足を入れた瞬間】＊熱いもんだ！
　　ｂ．【風呂釜に足を入れた瞬間】熱い！
ａの例文について、北原氏は、「現前において突如として生じた感情・感慨・
驚きを表すことはできない」としている。筆者もこれについては同様に考える。
「ものだ」「ことだ」双方に言えることであるが、話し手による “確かなこと” “事
態全体について” といった把握を経た〈感心・あきれ〉が表されると考える。
　津留崎（2008）は、「不思議なもので」のような評価成分を作る「〜もので」
を論じる中で、「ものだ」文全般の構造が、〈本性・傾向〉の「ものだ」文と、〈感
慨〉の「ものだ」文では異なるということを、連続的な関係として述べている。
〈本性・傾向〉の「ものだ」文の場合は、名詞述語文と同様の「 Ａ は Ｂ だ」
としての構造を持っているが、〈本性・傾向〉の「ものだ」文でも、「個別の体
験からの実感として」発話される場合は「文末の感慨を表す述語形式」となり、
〈感慨〉の用法に近づくという。その場合の構造は「 ＡはＢ ものだ」という
ものであるという。さらに、主題がなくなり、「感嘆を表す一語文」に近づくと、
「 Ｂ ものだ」のような構造になるという。
　このように、〈感慨〉の用法を広く捉え、〈本性・傾向〉の用法とは構造が異
なるものとして示している点は、筆者にも興味深く感じられる。評価成分を作
る「もので」、さらに「ことに」との関連にも言及している点も同意できる。
1．2　本研究の捉え方
　次に、筆者が〈感心・あきれ〉の用法をどのように捉えるかを述べる。まず、
複合辞の「ものだ」「ことだ」の諸用法を、筆者は先行研究や自身の研究をも
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とに、次のように捉えている。
「ものだ」
6）学生は勉強するものだ。〈本質・傾向〉〈一般化〉と〈当為〉
7）子供の頃はよくこの公園で遊んだものだ。〈回想〉
8）いつか私もそこへ行ってみたいものだ。〈願望〉
9）困ったものだ。〈感心・あきれ〉
「ことだ」
10）試験に合格したいなら、勉強することだ。〈当為〉
11）飽きもせずよくやることだ。〈感心・あきれ〉
「ものだ」「ことだ」に共通する用法は、〈当為〉の用法と〈感心・あきれ〉の
用法である。〈回想〉〈願望〉は、「ものだ」のみで可能な表現である。「ものだ」
に前接する述語の活用形が、タ形なら〈回想〉、「〜タイ」「〜テホシイ」なら〈願
望〉といった、前接する形式とそれが表す意味に応じた用法である。
　〈感心・あきれ〉の用法は、他の用法とは性質が異なり、前接する形式とそ
れが表す意味とは直接は関わりがないようである。これは、〈感心・あきれ〉が、
事態全体を対象として、それに対する話し手の評価的な感情を表しているから
と考えられる。他の用法は、述語が表す意味をより明確にしていると考えられ
る。このような違いは、前者が終助詞的で、後者が助動詞的と見ることもでき
るであろう。これは、〈感心・あきれ〉の用法の場合、「ものだ」「ことだ」の
活用がほとんどないことからも言える。
　さらに、「ものだ」「ことだ」以外の「もの」「こと」を含む複合辞に範囲を
広げると、「ことか」と「ものか」のうち、特に「ことか」が〈感心・あきれ〉
の「ことだ」と類似している。
12）絶対に負けるものか。
13）その話を聞いて、どんなにあきれたことか。
13́）そんな話をするなんて、あきれたことだ。
　また、評価成分を作る「ことに」「もので」の表現は、事態全体を評価する
という点で〈感心・あきれ〉の用法と関連しているとも考えられる。この種の
表現は、「ことに」の方が中心と考えられるが、「もので」の用法も認められる。
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14）ありがたいことに、家族は皆健康で暮らしている。
14́）家族が皆健康で暮らしているなんて、ありがたいことだ。
15）早いもので、もう12月になってしまった。
15́）もう12月だなんて、早いものだ。
　本稿で取り上げるのは、上に示したような明らかな〈感心・あきれ〉の用法
であるが、津留崎（2008）が指摘しているように、〈感心・あきれ〉は、〈本質・
傾向〉〈一般化〉と〈当為〉や〈回想〉など、他の用法と重なって用いられる
とも考えられる。例えば、〈回想〉の「子供の頃はよくこの公園で遊んだものだ。」
は、単に過去を回想するという意味に加えて、“感傷” や “感慨” といった意味
が含まれていると読み取ることもできる。これは、〈感心・あきれ〉が〈回想〉
とレベルが異なるため、〈回想〉が〈感心・あきれ〉の意味を持つことも可能
であるためと考えられる。
　一方、「ことだ」は少し性格が異なるようで、〈当為〉の「ことだ」には〈感
心・あきれ〉の意味は含まれることはないようである。例えば、「試験に合格
したいなら、勉強することだ。」と、勉強をしない学生にあきれの感情を伴っ
て言ったとしても、あくまで〈当為〉の用法ということになると思う。これは、
〈当為〉の「ことだ」が未実現の動作を指示するのに対し、〈感心・あきれ〉は、
すでに実現した事態を対象としているため、用法が重なることがないのであろ
う。
　このことと関連して、高橋（他）（2005：233））が「②感動的に回想・評価
する「シタ‌コトダ」「シタ‌コトカ」」としている用法がある。
16）ああ、その時‌僕がどんなにドキドキしたことか。
17）‌それをまあ、選りにもよって！─‌と私は、その時、芸術家の感興を
弁えぬ村人たちから、最も不名誉な形容詞を浴びせられたことであっ
た。（ 2例とも高橋（他）2005（表記を本稿に合わせた））
筆者は高橋（2012）で複合辞の「ことだ」について論じた際に、〈感心・あきれ〉
の「ことだ」の用法を認め、そこでは十分に論じることができなかったが、上
記の先行研究による指摘があることに触れた。このうち「シタ‌コトダ」の用
法については、回想の用法ではなく〈感心・あきれ〉の用法の一種と考えた。
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本稿でも引き続きそのように考えるが、佐治（1991）にも次のような例文が見
られるので、こういった「ことだ」の回想の用法についても調べる必要があり
そうである。
18）そのまま隣の副委員長室に入ると、副委員長、何ごとかとあわてて立
上がり、メガネをはずして、しげしげと見つめたことでした。（佐治‌
1991：204、『週刊朝日』1972年 1 月 7 日号，137ページ）
　また、「ものだ」についても、森田・松木（1989）は「感動・詠嘆・驚異を
示す」「ものだ」に、「ものだった」の用法があることを認めている。
19）こんな夫の世話を、よくも妻はあの細腕で成し遂げたものであった。
（森田・松木‌1989：144）
これは、「よくも」が使われているところからも、先に見た、〈回想〉が〈感心・
あきれ〉の意味を持っているというより、〈感心・あきれ〉の用法と考えられる。
例外的な用例とも考えられるが、これについても今後の検討課題としたい。
　従来、特に〈当為〉の「ものだ」と「ことだ」について多くの研究で指摘さ
れていることとして、「ものだ」はものごとを一般化して述べるのに対し、「こ
とだ」は、個別的なことについて述べるという対比がある。
　筆者は、このような違いのもとには、「ものだ」の文は関係節の構造がもと
にあり、「ことだ」の文は内容節の構造がもとにあるという見方をしている。
その上で、「ものだ」の文法的特徴を、坪根（1994）を参考に意義素的に〈一
般性〉と捉え、また、それで説明できないものも含む意義素的特徴として〈確
定性〉がより広く当てはまると考える。一方、「ことだ」には対象とする事態
を特に取り上げる〈指定性〉があると考える。
　この意義素的な捉え方は機能としての捉え方もできる。「ものだ」の文は、
関係節の構造がもとにあり、属性としての表現への広がりがある。これは同時
に、事態の個別的な面や聞き手への直接的な働きかけが、「ものだ」が付くこ
とにより “制限” されるということである。これにより、事態を〈確定〉させ
たり〈一般化〉させたりする機能が「ものだ」によって生じるという見方がで
きる。
〈感心・あきれ〉の「ものだ」「ことだ」について　9
　一方、「ことだ」の文は、名詞述語文としては関係節の構造も内容節の構造
も可能であるが、複合辞の文としては、内容節の構造がもとにあると考えられ
る。複合辞の「ことだ」文には、述べられている事態を「こと」としてまとめ
る形で “制限” をすると考えられる。この “制限” により、「ことだ」はある事
態を〈指定〉する機能を持ち、これにより、ある条件や状況に対して、望まし
い事態を差し出す〈当為〉の用法が可能になると考えられる。
　〈感心・あきれ〉の「ものだ」については、一般的なことを再認識する〈感心・
あきれ〉もあるが、話し手が一般的であると考えていることから外れる事態に
対して、〈感心・あきれ〉の感情を持つ場合もある。そのような場合も含めて
包括的に説明をするためには、話し手が事態を〈確定〉したものとして捉え、
その上で〈感心・あきれ〉の感情を抱いていると考える方が適切であろう。ま
た、「大したものだ」「困ったものだ」といった、評価を表す形容詞やそれに類
する表現が「ものだ」に付く用法の場合も、同様の捉え方ができると考える。
　一方、〈感心・あきれ〉の「ことだ」については、〈感心・あきれ〉の対象と
なる事態を全体的に捉えているという見方ができる。〈当為〉ほどではないが、
評価の対象となっている事態を〈指定〉していると見ることもできる。筆者の
感覚では、用例によっては、自分には関わりのない “他人事” のような述べ方
になるように感じるが、これも、話し手の述べ方が、その事態の生起に注目す
るのではなく、事態を全体的に捉えた述べ方になることによるものと考えられ
る。「うれしいことだ」「困ったことだ」といった、評価を表す形容詞やそれに
類する表現が「ことだ」に付く用法の場合にも、事態を全体的に捉えるという
特徴はあると考えられる。
2 ．データの収集について
　次に、実例のデータによってより詳しく見ていく。まず、データの収集につ
いて述べる。本稿で使うデータは、主に、国立国語研究所のBCCWJ（現代日
本語書き言葉均衡コーパス）による。BCCWJのデータについては、まず、下
に示す表 1、 2によってテキストの種類による偏りを見る。ただし、下に述べ
るように、すべてのデータを見る作業はしていないので、「もの」「こと」のデー
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タ全体に対する調査としては完全なものではない。
　今回対象としたレジスターは 8つで、「出版・新聞」「出版・雑誌」「出版・
書籍」「特定目的・白書」「特定目的・知恵袋」「特定目的・ブログ」「特定目的・
法律」「特定目的・国会会議録」である。このうち、非コアのみの「法律」「国
会会議録」以外は、コアと非コアの両方を対象にした。「書籍」の「モノ総数」
「コト総数」は、データが中納言からの読み込みの限界の100,000行を越えたの
で、そこまでを対象とした。データの検索には「中納言」を使用した。本文中
でデータを示す際には、カッコ内に適宜詳細を示す。
　〈感心・あきれ〉の「ものだ」「ことだ」の実例を収集する際には、「もの」「こ
と」のデータ全体を一つ一つ見るのではなく、この用法が可能と思われる形式
を選んでその中から探すという形をとった。具体的には、「ものだ」「ことだ」
という形式の後ろに「。」「と」「な」「ね」「わ」などが後接する範囲に限って、
〈感心・あきれ〉かどうかを判定する作業をした。同様に「ものです／ことです」、
「ものである／ことである」についても見た。（以下、表などの見出しとしては、
まとめて「ものだ」「ことだ」とする）
　下の表 1，2の中に出現比率として示すパーセンテージは、【　】内が「もの」
「こと」総数中のパーセンテージであり、（　）内が「ものだ」とそれに類する
「もの／ことです」等の形式の総数中のパーセンテージである。パーセンテー
ジの小数点以下は第一位までとし、第二位を四捨五入した。ただし、数値が小
数第一位に満たない場合は、一つ下の桁を四捨五入して示した。
（表 1）〈感心・あきれ〉の「ものだ」の出現数と比率
（カッコなしの数は出現数。【　】内は「もの」出現数中の％。（　）内は「ものだ」出現数中の％）
レジスター
分類
新聞 雑誌 書籍 白書 知恵袋 ブログ 法律 国会会議録
「もの」
1345
【100％】
9761
【100％】
100,000
【100％】
15340
【100％】
29,193
【100％】
20958
【100％】
10597
【100％】
21733
【100％】
「ものだ」
158
【11.7％】
（100％）
941
【9.6％】
（100％）
7957
【 8 ％】
（100％）
1854
【12％】
（100％）
3762
【12.9％】
（100％）
2588
【12.3％】
（100％）
447
【4.2％】
（100％）
617
【2.8％】
（100％）
〈感心・あきれ〉
の「ものだ」
6
（3.8％）
43
（4.6％）
155
（1.9％）
2
（0.1％）
64
（1.7％）
258
（ 1 ％）
0
（ 0％）
6
（ 1％）
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（表 2）〈感心・あきれ〉の「ことだ」の出現数と比率
（カッコなしの数は出現数。【　】内は「こと」出現数中の％。（　）内は「ことだ」出現数中の％）
レジスター
分類
新聞 雑誌 書籍 白書 知恵袋 ブログ 法律 国会会議録
「こと」
5343
【100%】
18,956
【100%】
100,000
【100%】
23926
【100%】
63555
【100%】
53167
【100%】
7048
【100%】
58962
【100%】
「ことだ」
218
【 4 %】
（100%）
1023
【5.4%】
（100%）
4989
【 5 %】
（100%）
535
【0.004%】
（100%）
595
【0.9%】
（100%）
2583
【4.9%】
（100%）
0
【 0 %】
（100%）
1318
【2.2%】
（100%）
〈感心・あきれ〉
の「ことだ」
3
（1.4%）
5
（0.5%）
61
（1.2％）
0
（ 0 %）
17
（2.9%）
13
（0.5%）
0
（ 0 %）
3
（0.2%）
　表 1， 2から読み取れることについて述べる。
　「もの」「こと」の総数の中では、名詞述語あるいは複合辞の「ものだ」「こ
とだ」の割合は低い。名詞述語あるいは複合辞の「ものだ」「ことだ」の中で、
〈感心・あきれ〉の「ものだ」「ことだ」が出現する数も、一定数はあるが、割
合が高いという方でもない。「ものだ」と「ことだ」では、前者が多く後者が
少ないという差が、予想以上に大きかった。これについては後述する。
　レジスターごとの出現の傾向は、概ね同様である。〈感心・あきれ〉の「も
のだ」は、「ブログ」「知恵袋」「書籍」に多く、「法律」「白書」「国会会議録」
には少ないか、全くない。〈感心・あきれ〉の「ことだ」は、「書籍」「知恵袋」
「ブログ」に多く、「新聞」「白書」「法律」「国会会議録」には全くない。
　こういった傾向から推測されるのは、複合辞の「ものだ」「ことだ」は、書
き言葉的であるが、公的な内容を述べる文章には出現しにくいということであ
る。これは、高橋（2014）で見た複合辞の「ものか」「ことか」とも共通する。
話し手の評価的な感情を、特に書き言葉において表す表現と考えられる。
3 ．〈感心・あきれ〉の「ものだ」「ことだ」の諸用法
　次に、〈感心・あきれ〉の「ものだ」「ことだ」を対比させるという観点から、
2つの点について見る。まず 1点目は、形容詞類が前接する場合にはどのよう
なものが付くかという点である。 2点目は、事態を叙述する内容が前接する場
合にはそれぞれどのような特徴があるかという点である。さらに、それぞれに
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ついて筆者の捉え方がどのように当てはまるかについても考える。
3．1〈感心・あきれ〉の「ものだ」「ことだ」に前接する形容詞類
　まず、「ものだ」「ことだ」共に、形容詞や連体詞、状態を表す動詞など（こ
こでは「形容詞類」とする）が〈感心・あきれ〉のもととなる評価的な意味を
表す場合を見てみよう。
　表 3， 4は、BCCWJから採取したデータをもとに、〈感心・あきれ〉の「も
のだ」「ことだ」それぞれに前接する形容詞類のうち、出現数の多いものの順
に並べた表の、上位の部分である。表の右側には（参考）として、「ものだ」「こ
とだ」に共通する場合はそれも示している。なお、表中の形容詞類の表記は、
漢字・ひらがなの違いなどを筆者の方で適宜統一した。
（表 3）〈感心・あきれ〉の「ものだ」に前接する形容詞類
順位 〈感心・あきれ〉の「ものだ」 出現数 （参考）〈感心・あきれ〉の「ことだ」 出現数
1 困った 72
2 大した 32
3 （Nは）いい 28 （Nの）いい 3
4 早い 24
5 不思議な 18
6 うれしい 6
7 すごい 4 すごい 4
7 ひどい 4
7 皮肉な 4 皮肉な 1
7 なかなかの 4
11 いい気な 3
11 面白い 3
11 勝手な 3
（以下、出現数が 2例であったもの：いい加減な、偉い、かわいい、さびしい、大変な、ちょろい、
辛い、のんきな、悲惨な、見事な、難しい、面倒な。
出現数が 1例であったもの：あきれた、鮮やかな、天晴な、ありがたい、粋な、うまい、うらや
ましい、えらい、おいしい、多い、惜しい、恐ろしい、愚かな、勝手気ままな、可哀そうな、き
びしい、気楽な、綺麗な、現金な、こんな、さみしい、静かな、すがすがしい、贅沢な、楽しい、
違い（？）、冷たい、つらい、なかなかな、悩ましい、のどかな、恥ずかしい、不用心な、便利な、
身勝手な、短い、やりにくい、立派な）
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（表 4）〈感心・あきれ〉の「ことだ」に前接する形容詞類
順位 〈感心・あきれ〉の「ことだ」 出現数 （参考）〈感心・あきれ〉の「ものだ」 出現数
1 なんて 19
2 ありがたい 13 ありがたい 1
3 すごい 4 すごい 4
4 （Nの）いい 3 （Nは）いい 23
4 けっこうな 3
6 すばらしい 2
6 おそろしい 2 恐ろしい 1
6 楽しみな 2
6 不経済な 2
（以下、出現数が 1例であったもの：遺憾な、いそがしい、うれしい、思いがけない、ご苦労な、
困った、ごりっぱな、こわい、失礼な、情けない、腹立たしい、皮肉な、物騒な、みじめな、無
常な、めでたい）
　この結果を踏まえて、いくつかの点について述べる。
　まず、〈感心・あきれ〉は、「ものだ」の総数が多く、「ことだ」は少なくて、
差が大きく開いているのが問題であろう。「ことだ」については、「Xは、〜こ
とだ」「〜ことは、〜ことだ」というように、「こと」に照応する主語がある文
は、対象から省いてしまったことが影響していると思う。次の例は、複合辞と
は認めなかった例である。「こと（だ）」は、文頭の「これ（は）」に照応して
いて、「これ（は）」は前文の「高速道路無料化案」を指示している。
20）そしてもう一個、道路事業全体にも大きな影響を与えるものとして、
きょう、民主党の先生方も来られておりますけれども、高速道路無料
化案についてちょっとお聞きいたしたいわけでございます。これは、
一見、国民、ユーザーの耳には、本当に、ああ、これはいいことだと
いうふうに受け取られがちなわけですけれども、（BCCWJ，国会会議
録，国土交通委員会）
1で先行研究を見た際に、吉川（編）（2003）等が複合辞の「ことだ」の用法
として、〈感心・あきれ〉に当たるものを取り上げていなかったのは、こういっ
た用法との区別が明確でないからではないかと考えられる。
　なお、対象となる事態が一つの文の中で述べられていても、次の例のように、
「〜するとは」のような形式の場合は、「ことだ」を複合辞として認めた。
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21）奥州に十八万騎ありとは、何とすごいことだ、これこそ自分の下知を
待ち受けている源氏勢ではないのか、と心はもう奥州へ向けて飛び
立っている。（BCCWJ，雑誌，週刊朝日，2001年10月19日号）
　ただ、こうした事情も踏まえた上で、複合辞の「ものだ」「ことだ」の用法
としては、〈感心・あきれ〉の用法は「ものだ」の方が主であると考えること
はできる。これは、評価成分を作る「ことに」「もので」においては、「ことに」
の方が主であったのとは対照的である。
　次に、〈感心・あきれ〉の「ものだ」「ことだ」に前接する個々の形容詞類に
ついて見る。ここでは、高橋（2015）で調べた、評価成分を作る「もので」「こ
とに」がとる形容詞類とも照らし合わせながら、「ものだ」「ことだ」で違いが
見られるかに注目して見てゆく。
　まず、共に使用例が見つかった形容詞類について見る。「いい」についてははっ
きりと差が出ているようである。下に挙げた例のように、「いいものだ」の場
合は、話し手が自身の経験を対象にした実感を述べているようである。一方、「い
いことだ」というのは、話し手以外を主体とする事態についての客観的な評価
を述べているようである。
「いいものだ」
22）この二十年の間に、お水取りの法会の時、外陣や礼堂に入れてもらっ
た何人かの人たちに会っている。　─あれは、いいものですね。　私
が言うと、　─達陀を見ましたか。　相手は訊いてくる。（BCCWJ，
書籍，井上靖歴史紀行文集）
23）お酒スイッチがONになってしまったので、お昼にビール呑んじゃい
ました！！すでに呑んでしまったので車も運転できません。このご時
世です。いいものですねぇ〜昼酒。（BCCWJ，Yahoo!ブログ）
「いいことだ」
24）最近、学校へ民間の方がずいぶんボランティアで教えに行っている。
いいことですね。（BCCWJ，新聞，京都新聞，2004/ 1 / 1 ）
25）「おまえが、さては、サウードという男だな…」「さっしのいいことだ。
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ほめてやろう」笑ってへやに歩みいり、卓の上においてあったダイヤ
モンドに手をのばそうとしたサウードに、フェイランは、まて、と声
をかけました。（BCCWJ，書籍，シェーラひめのぼうけんダイヤモン
ドの都，村山早紀（作））
次のように、「ものだ」を「ことだ」に置き換えると、その行為の社会的な評
価のようになってしまい、文脈上、不適切な表現になると感じられる。
22́）‌??‌この二十年の間に、お水取りの法会の時、外陣や礼堂に入れて‌
もらった何人かの人たちに会っている。─あれは、いいことですね。
（略）
23́）‌??‌お酒スイッチがONになってしまったので、お昼にビール呑んじゃ
いました！！すでに呑んでしまったので車も運転できません。このご
時世です。いいことですねぇ〜昼酒。（BCCWJ，Yahoo!ブログ）
「ことだ」の例を「ものだ」に置き換えると、24）の例では、行為を客観的に捉
えた述べ方が、話し手の実感を伴った述べ方のようにになってしまい、異なる
表現と感じられる。25の場合は、「さっしのいい」が慣用表現であることから、
置き換えは不可能と思われる。
24́）‌？最近、学校へ民間の方がずいぶんボランティアで教えに行っている。
いいものですね。（BCCWJ，新聞，京都新聞，2004/1/1）
25́）＊さっしのいいものだ。
このように、「ものだ」は話し手の実感を伴った評価、「ことだ」は話し手以外
についての客観的な評価というように違いを考えることができる。
　これは、先に述べたように、筆者は「Xは〜ことだ」「〜ことは、〜ことだ」
の実例の多くを名詞述語文と判断したのに対し、「Xは〜ものだ」等の方は、「も
の」が単にそのものを指しているだけではないと考え、次のような例を〈感心・
あきれ〉の用法と判断したことと関連していると思う。〈感心・あきれ〉の「X
は〜ものだ」等は、対象としての物体だけでなく、それが含まれる事態を含め
て評価の対象としていると考えられる。
26）でも、手紙って本当にいいものですね。実感しました。（BCCWJ，書
籍，象と耳鳴り，恩田陸（著））
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27）…冬のススキはいいものですな」（BCCWJ，書籍，日本の不思議な宿，
巖谷國士（著））
　次に、数は比較的少ないが、「すごい」についても実例を挙げておく。こち
らは「いい」ほどのはっきりした違いは見られないようである。
28）「 3月の発売からたった 4か月で千万ケースを売り上げました。これ
ほど急激に売れたのはサッポロビール始まって以来最高の記録です」
（広報　祝前さん）というからすごいものです。（BCCWJ，雑誌，マフィ
ン，2001年 9 月号）
29）すでに　個人応募による公開ロケへの参加者は　締め切られた。経済
効果はいいだろうが　無用な混乱は避けてもらいたいほどの人気で
す。（略）いやはや　すごいもんですねえ。。。。　スケジュールが判明
しだい記事にしたいと思います。（BCCWJ，Yahoo!ブログ）
30）三月十八日、東京都北区の発掘現場（豊島馬場遺跡）を見る。ガラス
玉の製作が関東では弥生時代におこなわれている。すごいことだ。
（BCCWJ，書籍，考古学へのまなざし，森浩一（著））
31）「（略）」」とウッズ。「 3連覇できるポジションにいるんだから勝ちたい。
誰もやったことがないんだから、すごいことだと思う」と話した。
（BCCWJ，新聞，毎日新聞）
　次に、いずれかに数多く見られた形容詞類について、「ものだ」「ことだ」の
違いが見出せるかを考える。「ものだ」のみに多かったのは、「困った」「大した」
「早い」「不思議な」である。このうち、「大した」は、評価成分を作る「もので」
「ことに」がとる形容詞類には現れない。つまり「大したものだ」という表現は、
この形のみで使われる表現ということになる。
32）大賀の黒茶は清香が淹れた。頃合いを見計らい、退室してしまう。さ
すがに、このあたりの気配りは大したものだと新城は思った。（BC-
CWJ，書籍，皇国の守護者，佐藤大輔（著））
33）…この天文台、私設とはいうもののかなり立派なもので、何人もの専
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属の天文学者がいて、彼の死後も観測を続けていたからね」「へー、
アマチュアといっても、なかなかたいしたものね」（BCCWJ，書籍，
あなたも宇宙人，野本陽代（著））
　「早い」については、評価成分としては「早いもので」と「もので」のみに
使われており、「ものだ」「もので」と活用のような使用を見ることができる。
34）阪神大震災から十四年ですか…早いものです。（BCCWJ，Yahoo!ブ
ログ）
35）早いもので、あの事故から十年になろうとしているのですね…（BC-
CWJ，Yahoo!ブログ）
　「不思議な」は、高橋（2015）の調査では「もので」「ことに」共に、最も多
く実例が見つかった。本稿の「不思議なものだ」の例で目立ったのは、次のよ
うに、前置きとして使われている場合で、これは「不思議なもので」とも共通
した用法と言えると思う。
36）「けど、不思議なものだな。こうして、仇であるお前と向き合ってるっ
てのに、ウラミも憎しみも湧きあがってこない…」（BCCWJ，書籍，
悪魔が最後にやってくる！！，青田竜幸（著））
37）「不思議なものですよね。病人になると、詩とか小説を読むんだとばっ
かり思っていたけど、僕のまわりはからだや病気に関する本ばかりだ。
…（BCCWJ，書籍，医者の責任患者の責任，荒井千暁（著））
今回の調査で「不思議なことだ」の例がなかったことを踏まえて、上の「早い」
と同様に考えると、「ものだ」「もので」による使用は、一連の活用として捉え
ることもできるであろう。
　「困った」については、高橋（2015）のデータでは、「もので」「ことに」共
に実例があったが、「ことに」86例、「もので」 4例とかなりの差があった。つ
まり、使用が多いのは、文末では「困ったものだ」、副詞句としては「困った
ことに」ということになる。しかし両者が活用のような使い分けになっている
かというと、実例を見ると、「ものだ」は個人的な実感を伴った評価で、「こと
に」は社会的な評価という違いがあるようである。
38）今日は買って来たさばの南蛮漬け。やっぱり買って来たものは自分の
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好みの味にはちょっと違う。自分で作るのは大変だし、困ったものだ。
（BCCWJ，Yahoo!ブログ）
39）ナゴヤドーム中日主催試合のチケットが、完売で手に入らない、大量
に企業年間販売されていて、地元でも一般では、なかなか入手できな
い。だから大入りにならずに空席が目立つ。困ったものだ。と、いっ
た類の回答を数カ所で見かけましたが、（BCCWJ，Yahoo!知恵袋）
40）困ったことに、瓦職人が「いいものをつくろう」と汗を流して、風雪
の長きに耐える瓦をつくろうとすればするほど、移ろいがちな都市の
嗜好と逆行していくのである。（BCCWJ，書籍，メイド・イン・にっ
ぽん物語，武内孝夫（著））
41）これが食物連鎖と呼ばれるものですが、困ったことに、わが国でたれ
流された農薬や工業排水に含まれる重金属なども、食物連鎖されてい
るのです。（BCCWJ，書籍，うおつか流ぜい肉リストラ術，魚柄仁之
助（著））
　「ことだ」のみに多かったのは、「何て／何という‌ことだ」という表現である。
このような疑問詞は「何とすごいことだ」のようにも使えるため、形容詞類と
しては例外的と考えた方がよいであろう。
42）なんてことだ、うず潮はどこだ！徳島と淡路島を結ぶ大鳴戸橋と鳴戸
海峡。天候に恵まれずうず潮探しも困難。荒れた海峡は大迫力だ
（BCCWJ，雑誌，船の旅）
43）奥州に十八万騎ありとは、何とすごいことだ、これこそ自分の下知を
待ち受けている源氏勢ではないのか、と心はもう奥州へ向けて飛び
立っている。（BCCWJ，雑誌，週刊朝日）
なお、この用法は、「ことか」が疑問詞を伴って程度の甚だしさを表すのと似
ている。〈感心・あきれ〉の「ことだ」と〈感心・あきれ〉の「ことか」で、
次のように同様の表現が作れる。
43́）奥州に十八万騎ありとは、どんなにすごいことか。
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　例の数は少ないが、「ことだ」のみに見られた形容詞類として「けっこうな」
「すばらしい」がある。いずれも「もの」に置き換えると、物体としてのモノ
という解釈になってしまい、非文法的になるか、意味が変わってしまうようで
ある。
44）漸く、派遣労働の苛酷さが　世間の注目を集める事態になった。結構
なことだ。（BCCWJ，Yahoo!ブログ）
45）新版のQV-LINK‌ソフトは、複数のファイル型式が混在していてもか
まわずに同時に扱うことができる。実にすばらしいことである。
（BCCWJ，書籍，デジタルカメラ徹底活用術，美崎　薫（著））
44́）＊…結構なものだ。
45́）♯…実にすばらしいものである。
　以上、〈感心・あきれ〉の「ものだ」「ことだ」に前接する形容詞類を見てき
た。特に「いいものだ」「いいことだ」に顕著であったが、「ものだ」が話し手
の実感を伴った〈感心・あきれ〉の感情を表しているのに対し、「ことだ」は
客観的、社会的な評価による〈感心・あきれ〉の感情を表すというように、傾
向を分けることができる。ただし、これはあくまで傾向であって、明確な使い
分けというほどではない。
　筆者の論と関連づけて言えば、「ものだ」が、事態を “確定” したものと捉
えるという特徴は、“話し手の実感” に繋がると考えられる。一方、「ことだ」
についても、〈感心・あきれ〉の対象となる事態を “指定”するという特徴は、“客
観的、社会的な評価” という見方に繋がると考えられる。
3．2〈感心・あきれ〉の「ものだ」「ことだ」に前接する事態の叙述
　次に、〈感心・あきれ〉の対象となる事態の叙述が、「ものだ」「ことだ」の
前で述べられている場合を見る。この用法は、「ものだ」については、該当す
ると考えられる例は261例あったが、「ことだ」は 4例のみと、ほとんどなかっ
た。「ことだ」は3．1で述べたように、名詞述語文と見なされる用法が中心と考
えられる。
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「ものだ」
46）モスクワの街の処々に屋根の傾いた市電が数両集まっているので、修
理工場かと思っていたが、何と傾いた電車が続々と走り廻っているの
である。よく事故が起こらないものだと感心した。（BCCWJ，書籍，ヨー
ロッパ絵で見る歴史散歩，福山清隆（著））
47）今考えると、馬鹿なことをしたものだと思うが、その時の僕は必死だっ
た。（BCCWJ，書籍，落ちこぼれてエベレスト，野口健（著））
「ことだ」
48）しかし、昨日と言い、今日と言い、雨が多いことだ。（BCCWJ，‌
Yahoo!ブログ）
49）つまり「単品」購入は×ということ。なので一通りの着方はそれしか
ないということで、あれとあれで違ったコーディネートしようなんて
素人、ダサいの典型であると。全く、お金かかることである。（BCCWJ，
Yahoo!ブログ）
　〈感心・あきれ〉の「ものだ」は、動詞を述語とする場合、「〜スル」にも「〜
シタ」にも、また「〜ナイ」にも接続する。全般的に見ると、能力やそれによっ
て実現された状態を評価する表現であると考えられる。
50）よくそんなことができるものだ。
51）よくそんなことができたものだ。
52）よく失敗しないものだ。
「ことだ」については、実例は十分に確認できなかったが、次のような例文を
作ることができる。
53）雨が多いことだ。
54）雨がずいぶん降ったことだ。
55）いつまでも雨が止まないことだ。
ただし、森田・松木（1989）は、タ形によって「過去に何かを成し遂げたとい
う事実や現在まで何かが継続中であるという事実を今の時点でとらえ、驚きや
感心の気持ちを表す例」は、「ことだ」にはなじみにくい用法であるとしている。
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実際にそのような例はほとんどない、筆者の、今回の調査以外のデータには、
該当すると考えられる例が 1例のみある。
56）いわれずともあんなことを口外する馬鹿がどこにいるだろう。いかに
深芳野が頼芸から寵愛をうけているとはいえ、この主人の身に大きな
傷がついてしまったことだ。（『国盗り物語』，司馬遼太郎（著），
『CD-ROM版‌新潮文庫の100冊』）
　また、〈感心・あきれ〉の「ものだ」に目立つ特徴として、「よく（も）」が
使用される例が多いことが挙げられる。グループ・ジャマシイ（1998：595）は、
「 2 ‌…ものだ〈感慨〉」を、「a‌…ものだ」と「b‌よく（も）…ものだ」に分け
ている。「よく（も）」の付く後者については「あるできごと、行為について感
心したり、呆れたりする気持ちを表す。この用法では、「よく（も）」がないと
不自然な文になることが多い。」としている。確かに、「よく（も）」がある例は、
それがないと非文法的になると感じられる。
57）ａ．よく（も）そんなことができるものだ。
　　ｂ．＊そんなことができるものだ。
これは、「よく（も）」のような副詞句が付くと、「ものだ」が対象としている
事態が、一般的なものではなく、特殊で個別的なものになるからであろう。こ
ういった事態に「ものだ」が使用できるのは、やはり「ものだ」が、話し手に
とって “一般的” と捉えられることだけでなく、より広く “確定している” と
捉えられることが対象になるからと考えられる。
　「よく（も）」と同様と考えられる表現は他にもある。下に実例を挙げる。
58）よくぞ耐えたものだ名古屋人（笑）（（BCCWJ，Yahoo!ブログ）
59）それにしても、（略）ずいぶん畏れ多いことを考えたものですね」
（BCCWJ，書籍，翔べ！貴族警部，胡桃沢耕史（著））
60）実に素敵な日本人が出現したものである。（BCCWJ，雑誌，現代，
2001年 1 月号）
61）自治体の刊行物であるだけに、日本も成熟したものだと感心させられ
るのである。（BCCWJ，書籍，オホーツク街道，司馬遼太郎（著））
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これらはいずれも、話し手があらかじめ想定している一般的なことや常識から
は外れているが、話し手がその事実を受け入れて実感している様子を表してい
ると考えられる。
　以上、〈感心・あきれ〉の「ものだ」「ことだ」に前接する事態の叙述を見て
きた。「ことだ」の実例が非常に少なかったため、その部分を十分に論じるこ
とができなかったが、それもこの種の「ことだ」の特徴と考えられる。〈感心・
あきれ〉の「ものだ」の場合は、“確定している” という捉え方があてはまる
と考えられる。一方、「ことだ」の場合は、「よく（も）」のような表現が共起
しないことを考えると、話し手が想定している一般的なことや常識から外れて
いる事態を、程度に言及せずに “指定” することで、〈感心・あきれ〉の感情
を表す表現と考えられる。
4 ．〈感心・あきれ〉の周辺的な用法
　さらに、〈感心・あきれ〉の用法の周辺についても見ておく。特に関連があ
るのは「こと」の諸用法である。〈感心・あきれ〉の表現は、「ことか」「こと
だろう（か）」、さらに終助詞としての「こと」にも同様の例が見られる。ここ
では、終助詞の「こと」について見る。
　終助詞の「こと」は、現在ではあまり使われなくなった女性語とされること
が多いが、実例を集めてみると、男女を問わず、身近な話題についての書き言
葉で使用される表現でもあるようである。下の62）は、女性語の例である。63）
は、この部分の執筆者は不明だが、女性の執筆者達による雑誌からの例である。
なお、このように、ナ形容詞の連体形に接続する用法も、グループ・ジャマシ
イ（1997）等を参考に、終助詞としての用法と見なす。64）は、例の後の部分
から、書き手が男性であることが分かる。
62）「まあ、ひどいこと！」とかなんとかいいながら、栄子はうれしそうに、
はずんで健治のところへとんでいった。（BCCWJ‌書籍（非コア）山
中恒（著）1998『トラブルさんこんにちは』）
63）子犬の可愛らしさに感激したのはもちろん、Kさんの親切なこと！こ
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の犬種の生い立ち、犬の行動や習性の話、（略）そして病気の話や、
飼育する上で起こりそうなトラブルの話まで、いろいろ話してくださ
いました。（BCCWJ，雑誌，愛犬の友，今村央子（著）/佐藤仁美（著）
/実著者不明/宮島悦子（著）/山田真理子（著））
64）新幹線内でのひとこま。途中駅から乗車し、私の隣に腰掛けたのは黒
いスーツを着込んだビジネスウーマン（と思う）。（略）次の瞬間。「プ
シュ」という音に続いて、缶ビールを豪快に飲み始めた。うーん。美
味そうに飲むこと！（略）これって、偏見なんだろうけど、こういう
ところはオヤジ臭さを出さないでほしいんだよね。（BCCWJ，
Yahoo!ブログ）
　特徴的な表現として、次のようなものがある。65）は繰り返しの用法である。
これも一種の強調の手段と考えられる。66）のように「何とも」のように、疑
問詞によって、その甚だしさを表す表現も見られる。
65）途中やめするのは結構勇気がいりますよね。今回も、私も迷いました
が、この苦痛のまま読んでも何も吸収されないと思ったのでやめまし
た。そしたら、すっきり！　次の本を読むのがラクなことラクなこと！
やめた本以上に読みましたし、何より印象に残っています。（BCCWJ，
書籍，今日から読みます英語100万語！，古川昭夫（著）/河手真理子
（著））
66）正面に三輪山の横顔、その向こうには龍王山、天候に恵まれると若草
山までも見えるという。この風景と手作りのお菓子をいただくひと時
の何とも幸せなこと。（BCCWJ，雑誌，旅の手帖，2004年11月号）
　一方、「もの」の諸用法については、「ものか」は反語、終助詞の「もの」は
説明の表現である。いずれも、「こと」の諸用法のように、述べられる事態の
内部（程度など）に立ち入らず、その肯否や、文脈上の説明といった、比較的
外側の部分に関わっていると言うことができる。
　以上、ごく簡単にではあるが〈感心・あきれ〉の周辺的な用法を見た。「もの」
の諸用法と異なり、「こと」の諸用法は、事態の生起の程度のように、より文
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の内部についての表現として〈感心・あきれ〉の表現を表すと見ることができ
る。
まとめ
　本稿では〈感心・あきれ〉の「ものだ」と「ことだ」について見た。先行研
究の概観においては、「ものだ」と「ことだ」それぞれの用法について述べら
れていることを確認した。実例による検証では、筆者の見方による「ものだ」文、
「ことだ」文それぞれの特徴が、〈感心・あきれ〉の用法の用法にも反映されて
いると言えるかどうかを見た。周辺的な用法も含めると、〈感心・あきれ〉の
用法としては、「こと」を含む表現の方が広がりを持っていることが分かった。
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